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新潟のフェアトレード小売店
－ 経営者の価値観 －

子　  島 　　 進
石　附　さ ゆ み

１　はじめに

１－１　地域での実践から
筆者の子島は，主として群馬県館林市にお

いて，2005 年から学生と一緒にフェアトレー
ド活動を行ってきた。人口約 78,000 の館林の
アットホームな雰囲気のなかで，ショッピング
センターや地域のお祭りでの商品販売，地元の
新聞やケーブルテレビといったメディアを通じ
ての情報発信を続けてきた（子島他編『館林発
フェアトレード』2010 を参照）。この活動は，
元々 Think Globally, Act Locally を実践す
るゼミの一環として始まったものだが，その後
サークル「ハートバザール」設立へと展開した。
所属する国際地域学部が，2009 年度に群馬県
板倉町から東京都文京区に移転してからも，館
林での活動は続いている。地元の中学生や高校
生，東洋大生命科学部（板倉キャンパス）のボ
ランティア学生，関東周辺の大学のフェアト
レード・サークルなどとの間にネットワークを
築きながら，過去 7年間の活動は，学生たち
と一緒に「国内でできる国際協力」としてのフェ
アトレードの可能性を探求するものだった。
それと同時に，館林での体験は，フェアトレー

ドが国際協力のみならず，実に多様な分野と結
びつくことにも気づかせてくれた。学生たちと
『ぶんぶく茶釜』（館林の茂林寺が登場）にひっ
かけた『ぶんぶく紅茶』を販売し，売り上げの
一部を館林市の社会福祉協議会に寄付したこと
から，文化や福祉との接点が見えてきた。ま
た，フィリピンのセブ島を訪れた際に買い付け

たジュースパックのリサイクル・バッグは，環
境（都市スラムにおける住環境改善）の問題を
考えるうえでの，一つの具体的な入り口を提示
してくれた。
2011 年度は，東日本大震災支援を考え続け

ての活動となった。「がんばろう日本」と名付
けられたフェアトレードのコーヒー（ピース
ウィンズ・ジャパン）を仕入れるなどして，年
間を通じて販売活動を続けた。館林のみならず，
新たな地元である文京区，そして東洋大のキャ
ンパスでと，大小さまざまなイベントで少しず
つ売り上げを積み重ねていった。結果として，
年間で 90万円の売り上げとなり，捻出した利
益 20万円を被災地で支援活動するＮＧＯに寄
付することができた。
これらの経験から，子島は，とりわけ地方で

のフェアトレードは「国際協力」としてのみな
らず，「より多様な分野や価値観と結びつきな
がら，さまざまな場で，少しずつ売っていくス
タイルが定着していくのではないか」と考える
ようになっていった。
もう一人の筆者である石附は子島ゼミの一員

として，上記『館林発フェアトレード』の編
集・執筆作業に携わった。そして，同書作成の
経験を踏まえて，出身地新潟県におけるフェア
トレードの現状についての調査を行った。具体
的な調査対象は小売店経営者である。新潟県で
常時フェアトレード商品を販売するお店の数
は，2011 年現在で 10 店を少し超えるくらい
だと思われる（長坂（2009：36）によれば，
2009 年時点で 11 である）。2010 年 5月から
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11 月にかけて，石附は８店を訪問してインタ
ビュー調査を行い，資料を収集した。その成果
は，卒業論文として同年 12 月に提出された。
この卒業論文をさらに精緻化すべく，2011 年
２月７日から 11日にかけて，今度は子島がこ
のうちの７店を訪問した。
調査の結果，予想していた以上に，多様な価

値観とフェアトレードの結びつきを確認するこ
とができた。本論では，小売店経営者の価値観
の具体的な記述をもとに，その特徴を述べるこ
ととしたい。
なお，調査から本論文の刊行までに４年が経

過し，個々の小売店の状況にも変化が生じてい
る。しかし、本論文では，2010 年から 11 年
にかけての調査結果をもとに論考をまとめてい
る。その後の変化については，新潟在住の石附
の継続調査を反映させる形で，稿を改めて考え
てみたい（（石附・子島 2015）参照）。

１－２　先行研究の検討
本節では，これまでの先行研究について簡

単に触れておきたい。ここ数年の間に，日本
においても手軽に入手できるフェアトレード
の書籍が数多く刊行された。ゼミでフェアト
レードを取り上げた 2005 年の段階では，ま
だ手探り状態だったが，その２，３年後から急
激に発行点数が増えていった。『フェアトレー
ド@Life―お買い物でイイことしよう』（藤原
2007），『フェアトレードで買う 50 の理由』
（リトヴィーノフ・メイドリー 2007），『フェ
アトレードの冒険』（ローツェン・ヴァン・デ
ル・ホフ 2007），『フェア・トレードを探し
に』（三浦 2008），『フェアトレードの時代』
（長尾 2008），『日本のフェアトレード』（長坂
編 2008），『これでわかるフェアトレードハン
ドブック』（FLO，NEWS!，IFAT， EFTA編
2008）などが続々と刊行され，フェアトレー
ドに関する基礎的な情報を得られるようになっ
た。
しかしながら，日本の地方－人口数万程度の

町－でフェアトレード商品を扱い，同時に情報
発信の担い手ともなっている小売店に関する基
本情報や研究は，現在にいたるまでそれほど増
えることはなかったように思われる。2000 年
に刊行された『行ってみようあのお店』（ネパ
リ・バザーロ 2000）には，およそ 50 点のお
店の自己紹介が掲載されている。これはフェア
トレード団体であるネパリ・バザーロが独自に
編集したものであり，１店に 1ページが割り
当てられている。文面からは，それぞれのお店
の個性が感じられ，読んでいて楽しくなるガ
イドブックである。10年以上が経過した現在，
当時の地方小売店に関する一次情報として貴重
である。
（長坂編 2008）はフェアトレードの入門書
として編纂されたものである。その第 III 部に
おいて，日本各地にある８店の自己紹介が掲載
されている。１店につき４ページが当てられて
おり，それぞれのお店の軌跡を具体的にたどる
ことができる。ただし，書評（子島 2009）に
おいても指摘したが，これらの小売店について，
何らかの分析や検討を行ってほしかったところ
である。第 II 部のフェアトレード団体につい
ても同様だが，分析がないために，同書におい
ては，第 I部の研究論文的なスタイルと後半部
分との間にギャップが生じている。当時の状況
からすれば，読者にフェアトレードを知っても
らうための自己紹介にも社会的な意義があった
ことは確かである。しかしながら，当事者自身
による紹介を羅列するだけの方式は，フェアト
レードの中長期的な発展という観点から決して
好ましいものではないと考える。
（長坂編 2009）は，その第 I部において，フェ
アトレード市場に関する統計的分析を行ってお
り，小売店についても多くのページを割いてい
る（第 1章後半部 35～ 45ページ，第３章 84
～ 111 ページ）。第 1章において，日本全国に
分布する小売店の業態，スタッフ数，販売額等
に関する貴重なデータが提供されている。第３
章では，小売店から集めたアンケートの自由記
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述分をもとに，理念や活動に対する思いを紹介
している。フェアトレードと多様な価値観との
連関が提示されており，本論文の調査ならびに
執筆を行う上で，大いに参考となった。ただし，
個々に集めた自由記述を「小売店の思い・声」
として一括してしまっているため，一つ一つの
思いや声は，それぞれの地域の状況からは脱文
脈化されてしまっている（読者は，原資料に当
たることはできない）。
以上，簡単にではあるが，フェアトレードに

関わる地方の小売店をめぐる研究状況を整理し
てみた。次の作業として，地方の文脈に即した
研究が求められていることが理解できるだろ
う。本論文の目的は，多様な理念や思いを，そ
れを生みだすにいたった経営者のライフヒスト
リーや，社会的・文化的な文脈と関連付けて考
察することにある。

２　調査地の概要

２－１　新潟県の社会・経済的な状況
本題に入る前に，新潟県の概要を簡単に記し

ておきたい（この項に関しては，新潟県のホー
ムページを参照している）。新潟県は日本海沿
岸のほぼ中央部に位置する。山々に囲まれてい
るが，その中央を信濃川が流れ，流域には広大
な越後平野が広がっている。平成の大合併によ
り，2000 年に 112 あった市町村は，30 市町
村となった。合併により，県庁所在地である新
潟市の人口は 70 万人を超え，2007 年に日本
海側初の政令指定都市となった。この新潟市を
中心に，同県は古くから海陸交通の要衛として
栄えてきた。現在も，高速道路，空路，海路，
そして新幹線の整備が進められている。新潟空
港では，国内８路線（2011 年，名古屋・福岡
が加わった），韓国やグアムなど海外６路線が
発着している。新潟港や直江津港は，定期航路
によって中国や韓国と結ばれている。さらに，
北陸新幹線が 2014 年に開業予定となってい
る。

人口は約 237 万人（全国 14 位）であるが，
1995 年の 249 万人をピークに減少を続けて
いる。2010 年現在，年少人口 12.8％，生産
年齢人口 61％，老年人口 26.3％（全国平均
23.9％）となっており，少子高齢化が進行し
ている。上京率は全国トップで，若者の進学や
就職による県外への流出が顕著である。県は若
者のＵターン就職の推進に力を入れ，セミナー
やイベントを頻繁に開催している。
産業面では，米の生産高が日本一のため農業

のイメージが強いが，実際に県内の経済を支え
ているのは商業（生産額 7兆 2千億円）と工
業（４兆３千億円）である。農業は 2,583 億円，
就業者の高齢化に歯止めがかからない状況であ
る。県内総生産は全国 14位であるが，一人当
たりの県民所得にすると 27位にとどまる。そ
の一方で，災害・犯罪・交通事故の安全安心，
情報通信環境の充実では，県民の満足度が高い
ことがわかっている（県が実施した「県民満足
度調査」より）。

２－２　フェアトレード店と所在地
以下に見るように，フェアトレードの小売店

は，県内の各地に散在している。立地条件を理
解するための一助として，所在する市の人口と
１平方キロあたりの人口密度も併記したが、比
較のために例を一つ挙げておきたい。子島は，
国立民族学博物館においてフェアトレードの共
同研究に参加した。同博物館のある大阪府吹田
市の人口は約 36万人であり，新潟市の半分以
下となる。しかし，人口密度はおよそ１万人で
あり，新潟市の９倍の密度で人口が集住してい
ることがわかる。

新発田市（人口 10 万，人口密度 190 人／
平方キロ）：からころ屋，ギャラリー栞。
新 潟 市（81 万，1120 人 ）： ナ ル ニ ア，

RERUN，Reia －麗愛－。
三条市（10万，236 人）：ノアハウス（2012

年 2月閉店），みずすまし。
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長岡市（28万，317 人）：ら・なぷぅ
以下のお店については，その所在は確認して

いるが，実際に足を運んではいない（一部，電
話でインタビューを行った）。
魚沼市（4 万，42.5 人）：フェアトレード

Ami。
十日町市（5.8 万，99.7 人）：わらべ村。
上越市（20 万，209 人）：Café わんこ亭，

サバーイ。

３　店の特徴と経営者

本章では，インタビュー調査を行った小売店
について，経営者の経歴，店の特徴，活動の観
点から記述していく。

３－１　みずすまし
エコロジーショップ。新潟県下におけるフェ

アトレードの草分け的存在であることが，イン
タビュー中に他のほとんどのお店で名前が挙
がったことからも確認できる。三条市では，環
境，福祉，防災，国際協力と多方面で地域ＮＰ
Ｏのハブ的な役割を果たしている。

３－１－１　経営者の経歴
Ａさん：20 年間農協に勤務した後，農薬や

合成洗剤の健康や環境に与える悪影響を知り，
有機栽培の食品や無添加の洗剤を販売したく
て，1992 年に店を始めた。その時，シャプラ
ニール 1 会員の友人からフェアトレードを紹介
され，環境に負荷がかからないに仕組みに共感
したという。これはジュートの手工芸品を指し
ていると思われる。
95年，新潟県で初めてシャプラニールのキャ

ラバンを受け入れ，県内でフェアトレード販売
に関わる人々との交流を持つ。シャプラニール
の新潟地域連絡会として，その後もキャラバン
受け入れに取り組む。キャラバンはナルニア，
ら・なぷぅと順番に受け継がれている。
以下は，補足である。子島訪問時にＡさんが

入院中であったため，代わりに店番をしていた
息子さんから話をうかがった。お母さんである
Ａさんは，家庭でも無農薬の食べ物を使ってい
た。化学繊維も使わない。炭酸飲料は不可で，
いつも 100％のジュースを飲んでいたことを
憶えているとのことであった。
このお店は自然食品をベースにしているが，

地域のイベント，環境，障がい者，福祉に関す
る活動の集積場となっている。

３－１－２　店の特徴
1992 年オープン。おそらく，新潟で最も古

くからフェアトレード商品を販売している。店
名には，文字通り「水を澄ます－合成洗剤や農
薬で汚染された水を，きれいな水に」という願
いがこめられている。商品は自然食品（ムソー，
オーサワジャパン，創健社など）が主となって
いる。地元で栽培された野菜，国産大豆で作っ
た豆腐，再生紙のティッシュやトイレットペー
パー，石鹸，手作りの陶器なども置いている。
フェアトレードは全体の 1～ 2割で，オリー
ブオイルやコーヒー，紅茶のほか，鞄や小物な
どが置いてある（ネパリ・バザーロやシャプラ
ニールなど）。店内の一画には，小さなテーブ
ルといくつかの椅子があり，お茶を飲んだり情
報交換の場となっている。また，「みずすまし
文庫」には環境，福祉，地域関連の図書があり，
以前は貸出もしていた。

３－１－３　活動
みずすましは，三条市を中心に活動する環境

問題や福祉関係の市民団体の事務局にもなって
いる。お客さんとの話の流れで，「じゃあ，な
になにの会を作ろうとか，私代表やるからＡさ
んは事務局やって，という具合にＮＰＯができ
たり，自然に繋がりができていく」。フィリピ
ンから児童劇団を招待した「風の会」，障がい
者や福祉に関する講演会や映画上映をする「草
の会」などと精力的に活動。毎月 1回，『みず
すまし通信』という手書きの冊子を１部 50円
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で販売。商品紹介，講演会や地域のイベント情
報，エッセイ等を掲載してもいた。

３－２　からころ屋
自然食品店。味噌や醤油，楽天堂の豆などと

一緒にフェアトレード商品が並んでいる。楽天
堂は，京都にある豆とスパイスのお店である。
世界の豆料理を紹介する会員制の「豆料理クラ
ブ」も運営している。

３－２－１　経営者の経歴
Ｂさん：1961 年，神戸市生まれ。実家は長

田区の酒屋さんで，製造方法などを勉強してい
くうちに，いかに体に悪いかを知り愕然とした。
「そんな商品を売る自分は何？」と考えるよう
になり，お酒以外の食品についても色々調べる
ようになった。1984 年に結婚して子供ができ
たことが，自然食品に強く興味を持つ決定的な
要因になった。お店は「無害・無添加・無着色」
の商品を扱っているが，自然食品を好むと言っ
ても，そればかり食べているわけではない。子
供に「ポテトチップスは食べちゃだめ！」と言
うようなストイックなものは続かないし，食が
楽しくなくなる。周りの人にも，今の食生活に
少しずついいものを取り入れていってほしいと
考えている。
結婚後も，数年間は別居生活で，神戸の実家

で働きながら，子育てをしていた。フェアトレー
ドについて知ったのもまだ神戸にいた頃で，本
を読んだのがきっかけとなった。1991 年に，
夫と旧黒川村（現在の胎内市）へ引っ越す。そ
こから車で 20分くらいかけて新発田の自然食
品店へ買い物に出かけていたが，2000 年頃に
閉店してしまった。非常にショックで，路頭に
迷った気分だった。近くに店がないため，直接
生産者のもとへ買いに行ったりもした。その後，
閉店した店の経営者に会って話しているうち
に，「自分の代わりに店をやってみれば」と言
われ，2004 年に後を継ぐような形でお店を始
めることにした。その後，ギャラリー栞でフェ

アトレード商品を手軽に扱えることを知り，販
売するようになった。

３－２－２　店の特徴
新発田市の商店街にある自然食品の店であ

る。「からころ」とは体と心で，どちらにもい
いものを提供していきたいという思いをこめて
いる。コンセプトは「みんなの台所が楽しくな
るために」であり，「みんな」には消費者だけ
でなく生産者も含まれている。フェアトレード
の精神と，近江商人の家訓として知られる「売
り手良し，買い手良し，世間良し」には通じる
ところがあると言う。
１階を店舗，２階を住居として使っている

が，住み心地はとても良いそうである。家賃は
63,000 円だが，「３万円くらいにすれば，新
しく店をやるという人も増えるのでは」と言う
（新発田の商店街も空き店舗の増加に悩まされ
ており，インタビュー中，フェアトレードの話
はしばしば地域の活性化に向かった）。店内に
は，アイスクリーム，豆腐などの冷蔵食品，調
味料やポテトチップスといったお菓子など，バ
ラエティに富んだ商品が並んでいる。洗剤など
の日用品もある。フェアトレード商品は，ネパ
リ・バザーロ，第３世界ショップ，ガイア，田
原飲料（浜松市。フェアトレードのコーヒーを
製造販売）などから仕入れている。品数も売り
上げも全体の 1割弱。月１回も仕入れない程
度で，期限が切れてしまう場合は自分で食べて
いる。
開店当初，買い物に来るのは前の店の顧客が

中心で高齢者が多かった。どうなることやらと
思っていたが，やがてアトピーに悩まされる
20－ 30 代の女性が買いに来るようになった。
アトピーや脱ステロイドがもとで，自然食品に
目を向ける人は多いそうである。

３－２－３　活動
Ｂさんの関心の中心は食である。今でも，他

県，場合によっては関西まで，醤油の蔵元を訪
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ねていくこともある。直接生産者のもとに行く
ことで，技術や伝統のすごさを知った。手間は
かかっても伝統的な製法を知る職人にしか作れ
ない「いいもの」がある。そういう伝統や職人
たちを大切にする社会でなくてはいけないと考
えている。しかし実際には，大量生産に押され
て「絶滅危惧種」と自分たちで呼ぶほど，蔵元
はたいへんな状況である。たとえば，醤油作り
に欠かせない良質な杉樽が手に入らなくて困っ
ている。「買うことによって，社会を作っている。
買うことで，その作り手に頑張ってくださいっ
て言える」。
食を通して関心は健康，環境，平和などにも

広がっている。生産者の問題も国内だけでなく，
海外に広がりフェアトレードにつながる。開店
当初，近くの新発田農業高校の先生がたまたま
ジュースを買いに来てくれた。それがきっかけ
で，近所の喫茶店で勉強会を開いていた。この
活動はその先生が転勤するまで続いた。
4年前から，敬和学園大学が中心になって復

活させた「十二斎市」に出店している。十二斎
市は，かつて新発田で行われていた定期市であ
る。月に 12回も開かれていたことから，この
呼び名がある。「間口の狭い商店街のお店には，
なかなか入りづらい。露店はオープンだから，
お客さんも気軽にのぞいてくれる」とのことで，
５月と 10月に開催されるこの地域活性化イベ
ントは，お店のことを知ってもらう良いきっか
けとなっている。

３－３　ノアハウス
音楽を中心に芸術活動の企画・開催をする

「ミューズの会」の事務局兼自然食品・フェア
トレードのお店である（2012 年２月閉店）。

３－３－１　経営者の経歴
Ｃさん：音楽が大好きで，趣味でピアノを演

奏する。芸術活動の企画・開催をする「ミュー
ズの会」の事務局代表である。この事務局は，
2004 年の豪雨の影響で廃業したスーパーの店

舗を借りている。三条市に本社を置くコロナの
「コロナホール」を会場とするコンサートの企
画，広報，チケットの販売まで精力的に活動し
ている。元がスーパーだけにスペースに十分余
裕があり，最初はアートを展示したりマクロビ
オティック教室を開催したりしていた。しかし，
せっかくだから何か販売しようと，2006 年か
らフェアトレード商品を置きはじめた。フェア
トレードは近所にある「みずすまし」のＡさん
を通じて知り，その 10年以上前から消費者と
して関わっていた。途上国の生産者の手助けに
なるし，販売を通して平和について伝えていけ
たらと思ったそうだ。
ＨＰには「環境，健康，福祉活動の支援につ

ながる商品を皆様に楽しくお買い物していただ
けたら幸い」という思いに加え，「そのスペー
スを利用して芸術や文化の分野で活躍する人た
ちの作品を展示したり，発表するお手伝いをさ
せていただいています」と掲載されている。音
楽とフェアトレードの共通点としてＣさんが挙
げるのが「つなぐ役割」である。音楽は，演奏
者と聴衆をつなぎ，フェアトレード商品は，生
産者と消費者，地域の人をつないでいる。また，
自らの活動は，フェアトレードと地域の問題の
間の往復運動でもあると表現した。

３－３－２　店の特徴
2006 年開店。ミューズの会事務局でもある

ことから，店内に机といすがあり，自由に話し
たり，お茶を飲んだりできるようになっている。
音楽に関するチラシや広告，ＣＤなども置いて
ある。
店名のノアハウスは，ノアの箱舟に由来する。

2004 年７月の豪雨により三条市では堤防が決
壊し，広範囲で浸水の被害に見舞われた。その
ときにＣさんも被害にあったが，残った木製の
「ノアの箱舟」の置物が，店内に飾られている。
また，店名にはより広い普遍的な意味も込めら
れている。「今は混沌としている世の中で，人
間が欲をだして環境や自然を破壊しているし，
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平和を望んでいるのにうまくいかない。そんな
世界も，ノアの箱舟の話だと浄化できるように
なっている。ノアハウスも，ノアの箱舟のよう
に地球を救う店になっていきたい」「人類はみ
んな繋がっていて，日本の豊かな生活も資源を
他国からもらってのこと。確かに日本も今苦し
いけど，戦争とか貧困とかもっと深刻な問題も
ある。そういう部分にも目を向けてほしい」
ノアハウスでは，国産にこだわった調味料，

福祉作業所で作ったお菓子，人や環境にやさし
い洗剤，地元で作られた野菜や味噌，天然酵母
パン，笹団子などの自然食品を販売している。
フェアトレード商品としては，第３世界ショッ
プのクッキー，ＡＴＪのマスコバド糖，ネパリ・
バザーロの服などが置かれている。開店時はネ
パリ・バザーロの商品のみだったが，2007 年
からピープル・ツリー，ガイア，アリサン，ム
ソー，ゾッター（オーストリアのフェアトレー
ドチョコレート），そして 2010 年から第３世
界ショップの商品を置いている。自然食品を増
やしたのは，フェアトレードだけではなかなか
売り上げが伸びないこともあるが，もともとＣ
さんには音楽とフェアトレードに加えて，食へ
の関心もあった。

３－３－３　活動
上記のように，Ｃさんは精力的にコンサート

を企画している。音楽とフェアトレードが具体
的につながった活動として，歌手ミネハハのコ
ンサートを挙げることができる。MINEHAHA
の名は，ネイティヴアメリカンに由来し，
MINE は水，HAHAは微笑みを意味する。こ
の歌手のコンサートをこれまで 3回開催して
いるが，彼女はインドの学校建設を支援してい
る。そして，そこで作られているタンクリーナー
（tongue cleaner. 舌の汚れをとる道具）をお
店でも販売している。

３－４　ナルニア
ＣＤショップとフェアトレード商品が半分ず

つのスペースを占める店。

３－４－１　経営者の経歴
Ｄさん：1964 年，新潟市生まれ。短大で美

術を学び，東京都台東区の下町風俗資料館で学
芸員として働く。暮らしの中の造形に興味を
持っており，生活のシーンを織り込んだノクシ
カタ（バングラデシュの刺繍布）が好きだそう
である。1990 年から１年間，イギリスのブラ
イトンに留学。このとき，Oxfamの直営店に
行ってフェアトレードを知る（当時はオルタナ
ティブ・トレードと言っていたはずとのこと）。
中古の衣類に混じり，インド綿のエプロンなど
が置かれていたことを憶えている。『行ってみ
ようあのお店　フェアトレードの本　全国版』
（ネパリ・バザーロ 2000：35）では次のよう
に述べている。「民族紛争の難民だったニカラ
グア人女性と友人になり彼女と一緒に，難民救
済を旗印にするフェアトレードショップを訪れ
た際，今まで何も知らなかった紛争の現状を聞
かされた体験が元になっています。身近な場所
で一人でも多くの人から，第三世界について考
えてもらえるきっかけの店になればと思ってい
ます」
帰国後は再就職したが，自分の町にもあんな

店があったらいいのにという思いがあった。仕
事の合間に東京へ行って，シャプラニール，Ｓ
ＶＡ，グラスルーツ（池袋）を回る。1998 年，
実家のＣＤショップの仕事をすることになっ
た。当時は父親が経営者だったが，ちょうどレ
コードからＣＤへの転換期で，スペースに余裕
が出ていた。そこで店の半分 33平方メートル
にフェアトレード商品を置くこととした。

３－４－２　店の特徴
店名は，『ナルニア国ものがたり』より。元々

のＣＤショップの経営も演歌を中心につづいて
いる。フェアトレードと演歌を中心とするＣＤ・
カセットの間にしきりはなく，客から見れば同
じ一つの店である。「演歌の隣にフェアトレー
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ドの商品があるのは，日本でもここだけでしょ
うね」とＤさん自身も笑って言う。
商品は手工芸品が中心だが，「心をこめて作

るという点で，第三世界の商品とも通じ合う」
という思いから，地元の福祉作業所で作られた
小物やクッキー，染色家の友人の布製品なども
置かれている。
商品の仕入れ先は，ピープル・ツリー，ネ

パリ・バザーロ，シャプラニール，パレスチ
ナ・オリーブ（代表者の皆川さんが新潟出身
で，ときどき会っている），そしてDawn で
ある。Dawn とは Development Action for 
Women Network の略称であり，マニラに本
拠を置くＮＧＯである。日本でエンターテイ
ナーとして働いていたフィリピン女性，そし
て彼女たちと日本人男性の間に生まれながら
父親とはなれて暮らすた子供たち（JFC）を支
援 す る（http://www.dawnphil.org/index.
htm）。Dawnは，Sikhay（シクハイ）という
ブランド名で手縫いペンケースやバティックの
シャツといった商品を販売している。Sikap-
Buhay というタガログ語の省略形であり，そ
のＨＰによれば，striving for a better life も
しくはself-empowermentという意味である。
「苦しくてもがんばる」という意味だとＤさん
は説明してくれた。

３－４－３　活動
子供（２才）が生まれる前は，店のお客さん４,

５人と，ネパール，タイ，フィリピンなど生産
地を訪ねるスタディーツアーをしていた。「ら・
なぷぅ」のＥさんや「みずすまし」のＡさんと
一緒にイベントをしたこともある。
Ｄさんは「にいがたＮＧＯネットワーク」に

2002 年の設立時から所属している。ナルニア
は３年ほど前までその事務局だった。にいがた
ＮＧＯネットワークは県内に拠点を置く国際協
力ＮＧＯとサポーターの集まりで，イベント開
催に際して助け合ったり，情報交換をおこなっ
たりする。毎年夏には，新潟ふるさと村で，国

際フェスティバルを開催してきた（現在は県の
予算がつかなくなり中止）。ＮＧＯを作りたい
という相談や，学校からの講演依頼にも対応。
村上中等教育学校，新潟工業高校，阿賀野高校，
新発田高校，新潟国際情報大などがナルニアの
商品を学園祭で販売したりしている。情報大は
Dawn のミュージカルの受け入れ先となって
くれたこともある。
店は，新潟駅から徒歩 20分の沼垂商店街に

ある。この地区は人口減少と残された住民の高
齢化が進み，人通りがほとんどない。Ｄさんも
他の商店主と一緒になって地域活性化のための
イベントに取り組んでいる。店の売り上げやお
客の数はオープン時から横ばいで，ラジオや雑
誌などメディアに出た直後だけ増えるが一時
的だという。「フェアトレードの普及が必ずし
もハッピーとは言い切れない。そんなのは難し
いけれど，ほどほどの受注があって，生産者の
生活を壊さず仕事を続けられたらいいんだと思
う。企業のベースにのってしまうと，フェアト
レード本来の良さがなくなってしまうと思うん
です」ともＤさんは話してくれた。

３－５　ら・なぷぅ
手作り小物とフェアトレードのお店。「楽し

い，平和，元気」をモットーにフェアトレード
に取り組む。

３－５－１　経営者の経歴
Ｅさん：1960 年，岩手県出身。1985 年，

結婚を機に長岡へ。1990 年頃，生協のバナナ
やコーヒーの購入を通してAlternative Trade
を知る。当時はアレルギーにも悩まされていて，
環境の勉強をしていた。それが入り口になって
いろいろなことに気付いた。みずしましのＡさ
んやナルニアのＤさんとも知り合うことにな
る。
店を始めるきっかけは，2001 年の 9.11 テ

ロだとＥさんは言う。大きな衝撃を受け，その
原因を調べていく中で，世の中のアンフェア
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に気付き，胸が痛んだ。様々な講演会に参加
し，平和について勉強していく中で，フェアト
レードに出会い感動する。貧困，人権，環境の
全部に繋がっているフェアトレードは，どん底
にあらわれた「星の王子様」のように思えたと
いう。最初は一消費者であったが，フェアト
レードをもっと広めたいと強く思い，自分にで
きることは身近なところから広めていくしかな
いと，開店を決意する。開店準備や資金計画な
どあまり深く考えることなく，「気がついたら」
2004 年にチャレンジ・ショップ（商店街の店
舗貸し出しシステム）として販売を始めていた。
2005 年７月，正式にオープンした。
2010年の訪問時，Ｅさんがはまっていたの

は「マイケル・ジャクソンへのダンス・トリ
ビュート」であった。映画This is it を 10回見
て，長岡でダンス・トリビュートをやりたいと
考え，80人の仲間と実行した（http://www.
youtube.com/watch?v=QUlvWLXVWtg）。
ダンスもフェアトレードも目指すところは「楽
しい，平和，元気」である。

３－５－２　店の特徴
長岡駅からすぐの商店街にある。店名は「楽

しい南風」を意味する「ら（楽）な（南）ぷぅ（風）」
である。2005 年７月にオープンした後，お客
からの駐車場がほしいという声や，家賃が安い
ことから 2011 年５月末に２軒隣に移転。フェ
アトレード商品と，テナントのオーナーが販売
する地元の人の手作りの小物を置いている。店
内の半分のスペースにある小物の店番もするこ
とで，家賃を安くしてもらっている。
商品は，ピープル・ツリーやネパリ・バザー

ロなどの主要輸入団体に加えて，個人的なつな
がりから以下の団体からも仕入れている。
１）佐渡教会：バングラデシュ滞在歴 3年

の牧師さんに，バングラデシュから買い付けて
きてもらっている。この牧師さんは聴覚障碍児
教育が専門で，バングラデシュの聾学校には引
き続き半年に一度，指導に出かけている。商品

は新潟の教会のネットワークで販売していると
のことである。
２）新潟パプアニューギニア協会：2001 年，

新潟在住のＡＬＴが創設した。コーヒー，民芸
品，ビルム（バッグ）などがある。
３）新潟アピの会：1996 年創設。スリラン

カで農村開発への資金援助や津波孤児の支援を
行っている。紅茶を仕入れている。
この他にも，マニラでフェアトレード製品の

生産に携わっている女性や，長岡市在住のネ
パール人が時々商品を持って来る。勉強会やに
いがたＮＧＯネットワークなどを通して知り
合った方たちである。既成の団体の商品にはな
い目新しさ，新鮮さがある。
売り上げは少しずつ伸びているものの，経営

はそれほどうまくいっているわけではない。商
店街はシャッター通りになってしまい，冬は１
日で３，４組しかお客さんが来ない時もある。
そんな日はストーブにあたりながら，外の雪と
商品を見て過ごす。商品を見ていると癒される
そうだ。

３－５－３　活動
Ｅさんはフェアトレードを広めるためにはイ

ベントが重要だと考え，カレー作り，お茶の飲
み比べ，ヘンプでのアクセサリー作りなどを
行っている。その他，県内のフェアトレード
ショップを訪ねたり，想いが同じ人たちと積極
的に交流を持っている。一人でできることは限
られているので，フェアトレードを推進するＮ
ＰＯを作り，みんなでイベントをしたいとＥさ
んは考えている。

３－６　Rerun（リラン）
フェアトレードファッションを中心とするア

パレル店。

３－６－１　経営者の経歴と店の特徴
Ｆさん：1968 年，新潟市出身。新潟市内の

デパートの洋服売り場，続いて小さな洋服店で
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働いた後，1995 年に独立。新潟市内で２回移
転し，2003 年から西堀通で Rerun を経営し
ている。内装はシンプルだが，木を曲げた商品
棚（店名を表すＲの形になっている）など細部
に凝っている。ストリート系のファッションを
中心に販売してきたが，市内には男性服の専門
店が多く，客の取り合いになっていると感じて
いた。そんなとき，テレビ番組を見て，フェア
トレードのコンセプトに関心を持ったことが
きっかけとなり，ピープル・ツリーの女性服を
中心に置くこととする。もともと環境問題に関
心があり，オーガニック・コットンの品質の良
さに着目した。ピープル・ツリーは，ネットで
検索して知った。そして展示会に参加して，商
品を仕入れるようになった（アパレル専門店の
Rerun が，顧客にアピールするものとしてフェ
アトレードを採用している点に注目したい。こ
れが可能になったのは，農村開発系ではない
ピープル・ツリーの力が大である。地方のお店
のみならず，フェアトレード商品を卸す会社・
団体もまた多様な個性を有している）。
以前は 20－ 30 才代の男性客が多かったが，

フェアトレードの服に切り替えてから，30 代
の女性を中心に，10 － 70 才の幅広い層にア
ピールするようになった。商品構成としては，
ピープル・ツリーの服や雑貨が９割を占めてい
るが，koro の商品「結びやの塩石けん」など
も置いている（koro は福祉作業所で作られた
商品を紹介することを目的に，2010 年から新
潟市で活動を開始している）。

３－６－２　活動
Natural Life Festiveal（新潟テルサ），万代

アースフェスタ（万代シティ），yasutacafe（三
条商工会議所）といったイベントに参加し，チョ
コ，雑貨，服を出展している。今後は，お店で
お客さんと食べ物を持ち寄って，楽しくおしゃ
べりする集いなども開催したいと考えている。

３－７　Reia －麗愛－
３－７－１　経営者の経歴
Ｇさん：燕市生まれ。新潟市内の美容室，続

いてデパートのアパレル売り場で働く。この時
に「サンダース・ペリー」との出会いがあった。
30 種類以上の植物を原料とするこの自然化粧
品を，Ｇさんは愛用するようになる。当時は，
ブランドものの化粧品の全盛期だったが，植物
100％の化粧品の香りや使い心地に深い感銘を
受けたという。1990 年頃のことである。その
後，Ｇさんは研修を受けて，自らサンダース・
ペリーの販売員となる。2000 年には，ついに
新潟駅万代口近くに自分のお店を開店するにい
たった。
「肌をきれいにするには，体の中から変えて
いくことが大切」というＧさんは，栄養学，マ
クロビオティック，そしてヨガを勉強するよう
になる。そして，ヨガのウェアとして選んだ
のが，ピープル・ツリーの商品だったことか
ら，フェアトレードに関心を持つようになった。
2008 年頃，日経に掲載されたピープル・ツリー
の記事が目にとまった。「おしゃれで，オーガ
ニック，世の中に役立つ」商品に印象づけられ
たとのことである。2009年７月，フェアトレー
ドの商品を前面に打ち出して，Ｇさんは新たに
麗愛をオープンさせた。

３－７－２　店の特徴
コンセプトは「毎日がやさしい気持ちになれ

る店」。新潟駅に繋がる交通量が多い弁天橋通
り沿い，スターバックスの向かいにある。黄色
い壁のおしゃれな外装で，店内にはイベントス
ペースとなるテーブルも置いてある。商品のお
よそ８割がフェアトレードで，その売り上げは
伸びている。チョコレートは 2009 年のシーズ
ンには1,000枚以上売れたそうである。しかし，
それだけで経営を成り立たせるのは少し難しい
と感じている。売上の主力は化粧品であり，環
境に優しい洗剤，また，布ナプキンなども販売
している。
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３－７－３　活動
ＮＶＣ ( 新潟国際ボランティアセンター ) の

「愛のかけ橋バザー」や，「秋の生協まつり」と
いったイベントに参加している。また，新潟日
報の情報冊子 assh に記事広告を出したり，イ
ンターン生を受け入れるなどしている。

３－８　ギャラリー栞
自然公園の中の木に囲まれた，静かな場所に

位置する陶芸ギャラリーである。オーナーのＨ
さん夫婦は二人揃って陶芸家である。ギャラ
リーでは，フェアトレードコーヒーをセルフ
サービスで提供している。お客は自分で棚から
好きなマグカップを選び，デッキでゆっくりと
コーヒーを飲むことができる。コーヒー代の代
わりに，ユニセフの募金箱にお金を入れてもら
う仕組みである。コーヒーの粉がほしいという
人には販売もしている。
ボランティアに関心のあったＨさん夫妻は，

工房にいながら社会貢献できる方法を考えてい
た。そこで思いついたのがこの仕組みで，最初
は生協で安く買ったコーヒーを使用していた
が，フェアトレードにすればもっと貢献できる
と考え，途中で切り替えた。
フェアトレードとの出会いは，ギャラリーを

始めた頃か，その少し前の 1990 年代半ばであ
る。自作の展覧会が行われた群馬の美術館で，
ピープル・ツリーのカタログ（当時は冊子とい
う程度）を目にし，それがきっかけで購入する
ようになった。その後ギャラリー用にも商品を
仕入れるようになる。常連向けに「あの人はこ
んなの買うかなーと，お客様を思い出しながら
商品を選んでいたが，なかなか売れなかった」
そうである。売れ残りは結局自分で買ってい
たが，取引条件である年間仕入れ額（約 30～
50 万円）に達しなかった。ピープル・ツリー
とは取引できなくなったが，個人的な買い物と
して継続している。その後，ネパリ・バザーロ
から仕入れるようになった（シャプラニールや
ネパリ・バザーロといった国際協力における「地

域密着型」の団体が，地方の小さな，しかし息
の長い活動と連携していることの重要性を，確
認しておきたい）。
現在は，生協にグループで注文するような形

態となっている。ギャラリーにはネパリ・バザー
ロとピープル・ツリーのカタログが置いてあり，
常連さんたちが折りにつけ注文票に記入してい
く。それをＨさんがまとめて発注することで，
他の人は送料無料で購入できる。注文額は年間
約 17，8万円程度である。「強制するものじゃ
ないし，これだけ情報が溢れている今の世の中
で気付かないのは，もうしょうがないこと。た
だ，自分の活動がいいきっかけになればいいと
思う。お客様とフェアトレードをつなぐ役にな
れればいい」。

４　経営者の価値観とフェアトレードの関係

以上，新潟県下のいくつかのフェアトレード
店について，経営者の経歴，店の特徴や活動内
容に焦点を当てる形で述べてきた。今回，イン
タビューした経営者のほとんどが女性であった
が，彼女たちはそれぞれの価値観を，生活や店
のスタイルで具体的な形にしていく模索の途中
で，フェアトレードに出会っている。さらに，
生活者の目線での地域活動においても，フェア
トレードは無理なく位置づけることができる。
本論の最初で述べたように，子島は群馬県館

林市での経験から，「フェアトレードは，国際
協力にとどまらず，福祉や環境など多様な分野
や価値観と共存することができる」と漠然と考
えていた。本調査を通して，フェアトレードが
シームレスに多様な価値観とつながっているさ
まを，さまざまな社会的関心と地続きであるこ
とを，具体的に確認することができた。
からころ屋のＢさんは，食への関心からオー

ガニックなフェアトレード商品に関心を広げて
いった。ノアハウスのＣさんは，人と人をつな
ぐ音楽から，人と人をつなぐフェアトレード
へ。ナルニアのＤさんは，暮らしの中の造形か
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らノクシカタ（バングラデシュの刺繍布）へと
関心を広げ，さらに 1990 年のイギリス留学で
Oxfamの直営店を知ることとなった。
このように，自分たちが大事にしているもの

の延長線上にフェアトレードは位置づけられて
いる。店内の商品構成もこのことを如実に反映
している。ほとんどの場合，種々さまざまな商
品と，フェアトレード商品は違和感なく一緒に
並んでいる。そこからもう一度，フェアトレー
ドの敷居の低さ，あるいはさまざまな分野との
親和性を確認することができる。とりわけ，フェ
アトレードとマクロビオティックの親和性に関
しては，これまでほとんど議論されてこなかっ
たように思う。小売店の経営者の視点からうか
がえる，その近さに注意を向けてみる必要があ
るだろう。
最初から「フェアトレード本来の」と想定さ

れる国際協力や世界平和が，前面に出てくる場
合ももちろんある。しかし，その場合でも，そ
こからさらに多角的に地域の活性化へと関わっ
ていく様子がうかがわれる。すなわち，小売店
の経営者たちはお互いにつながりあって，多様
な分野で展開されるＮＰＯ活動のハブ的な役割
を果たしている。あるいはその一角を担おうと
している姿勢を明確に見て取ることができる。
彼ら彼女たちのネットワークが，必ずしもフェ
アトレードだけを唯一のキーワードとして形成
されているわけではないことを確認しておきた
い。
最後に，以上の議論から導かれる，地方でフェ

アトレードを広げていくための要件を一点に
絞って述べることとしたい。本論に関する調査
では，売上金額に関して，ほとんど聞き取りを
していない。しかしながら，「専門店を作って，
売り上げをどんどん伸ばしていく」というモデ
ルの現実味のなさは，インタビューのはしばし
から理解できるところである。フェアトレード
商品の売り上げが伸びていくならば，商品構成
に占める割合を増やしていく。そして，それが
専門店化につながっていく。もし，売り上げが

伸びないならば無理をせず，と言ってフェアト
レードを完全に止めるのでもなく，店舗の片隅
にいわばアクセントとしてフェアトレード商品
を置く。それも情報発信の一つの形として認め
られるだろう。いろいろな種類の小売店が，少
しずつフェアトレード商品を置き，息長く販売
していく。その中から，売り上げを伸ばして専
門店になるものが出れば素晴らしいことだし，
それほど売れなければ個人や友人間の楽しみと
して続けていけばいい。このような伸縮自在の
スタイルを，自分の価値観を大切しながら続け
ていく。地方の小売店の方々へのインタビュー
から見えてきたこの融通無碍なスタイルの重要
性を，卸団体（ＮＧＯ）や支援する消費者たち
も一緒に共有することが，今後のフェアトレー
ドの展望を開いていく一つの鍵となるように思
われる。

＜注＞

1 シャプラニールは，南アジアの都市や農村でさま
ざまな活動を展開する国際ＮＧＯである。フェアト
レード活動の歴史も長く，文献も多い。主たるも
のとして，岡山他 2000，小松 2011，シャプラニー
ル 2006 の第６章「もうひとつの海外協力のかた
ち－1987 年～2003 年のクラフトリンク活動」，
中森 2005を参照のこと。
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